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（
応
募
数
74
通
）

（
正
解　

74
通
）

〒
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ー
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宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
12
月
31
日
で
、
当
選

者
は
2
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
11
月
号
の
答
え
】

【
10
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.199)（No.199)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①
エ　

②
ウ　

③
イ　

④
ウ

松
田　

紀
美
さ
ん（
延
岡
市
）

山
河　

茂
子
さ
ん（
延
岡
市
）

野
口　

純
平
さ
ん（
日
向
市
）

工
藤　

美
鈴
さ
ん（
宮
崎
市
）

長
浜

二
三
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

次
の
16
個
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
①
〜

④
の
意
味
に
な
る
四
字
熟
語
で
す
。
考
え
る
こ

と
は
脳
を
活
性
化
し
ま
す
。
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

http://www.miyazaki-iryou.coop/

鳥　
　

聞　
　

入　
　

前

応　
　

石　
　

変　
　

直

未　
　

機　
　

単　
　

二

臨　
　

一　
　

代　
　

刀

①  

一
事
で
二
つ
の
利
益
を
得
る
こ
と

②  

今
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
が
な
い

③  

直
接
本
題
に
入
る
よ
う
す

④  

変
化
に
応
じ
て
手
段
を
ほ
ど
こ
す
こ
と

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月

3
日
文
化
の
日
、私
の
住
む

町
の
表
彰
式
に
行
き
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、規
模
を

縮
小
し
て
国
歌
斉
唱
や
町

民
憲
章
、来
賓
祝
辞
が
省

略
、3
密
防
止
で
参
加
者

全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

間
隔
を
あ
け
た
客
席
は
今

年
な
ら
で
は
の
光
景
で
し

た
。3
つ
の
受
賞
者
の
功
績

を
紹
介
し
ま
す
▼
途
絶
え

て
い
た
梶
山
棒
踊
り
を
有

志
に
て
設
立
し
た
再
演
保

存
会
が
芸
術
部
門
を
受
賞

し
ま
し
た
。
伝
統
継
承
に

と
、小
学
校
高
学
年
と
中

学
校
の
体
育
祭
で
は
生
徒

全
員
で
踊
り
ま
す
▼
体
育

部
門
で
は
、そ
の
育
成
や
指

導
を
称
え
、高
等
学
校
少

林
寺
拳
法
選
抜
大
会
の
優

勝
者
3
名
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。規
律
正
し
い
動
作
は

日
頃
の
鍛
錬
だ
と
感
じ
ま

す
▼
私
が
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
は

善
行
賞
で
す
。多
年
に
わ
た

り
児
童
生
徒
の
安
全
な
通

学
確
保
の
た
め
、街
頭
指
導

や
見
守
り
活
動
な
ど
に
尽

力
と
交
通
事
故
防
止
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
方
々

で
す
。み
な
さ
ん
の
多
年
に

わ
た
っ
て
の
活
動
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。ご
自
身
の

健
康
維
持
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、努
力
と
誠
実
さ
、強

い
意
志
、そ
し
て
ご
家
族
の

理
解
と
協
力
に
感
謝
を
し

ま
す
と
と
も
に
後
継
者
が

こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を

願
い
、た
く
さ
ん
の
拍
手
を

送
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
Ｅ
・
Ｔ
）

体
温
計

居宅介護支援事業所 ☎(0985)24
( )31
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居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31
☎(0982)26
☎(0985)23

有
熱
症
状
患
者
さ
ん
は
、
12
月
か
ら
専
用
の
診
察
室
で
診
療
し
ま
す
。
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感
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症症
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感感
染
症症
染

『
感
染
症
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策
の
３
つ
の
柱
』

『
感
染
症
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策
の
３
つ
の
柱
』

『
感
染
症
対
策
の
３
つ
の
柱
』

3
月
よ
り
宮
崎
生
協
病
院
は
、
随
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
と

し
て
正
面
玄
関
入
り
口
に
て
有
熱
症
状

の
振
り
分
け
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
を
、
院

内
で
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衝
立
等
）
で

区
切
り
を
行
い
、
有
熱
者
用
の
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
必

要
に
応
じ
て
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
予
防
に
対
す
る
補
助
金
を
活
用
し
、

組
合
員
・
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
病
院

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
有
熱
症
状
患
者
さ
ん
は
専
用
の
診

　

察
室
で
の
診
療

定
期
通
院
患
者
さ
ん
（
慢
性
疾
患
患

者
さ
ん
）
と
有
熱
症
状
患
者
を
分
け
て

対
応
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
駐
輪
場
に
有

熱
者
症
状
患
者
さ
ん
専
用
の
診
察
室
を

設
け
ま
す
。

②
救
急
室
の
増
設

救
急
車
で
来
院
さ
れ
た
有
熱
症
状
患

者
の
受
け
入
れ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

救
急
室
の
増
設
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、有
熱
症
状
患
者
さ
ん
（
コ
ロ
ナ
疑
い
）

と
一
般
救
急
外
来
を
分
け
て
対
応
で
き

ま
す
。

③
感
染
隔
離
対
応

地
域
の
開
業
医
や
高
齢
者
施
設
か
ら

の
紹
介
患
者
（
有
熱
症
状
）
の
受
け
入

れ
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
入
院
の
感
染

隔
離
対
応
と
し
て
4
階
病
棟
の
4
人
部

屋
を
1
人
部
屋
と
し
、
P
C
R
の
結
果

が
判
明
す
る
ま
で
の
間
、
隔
離
部
屋
と

し
て
感
染
予
防
に
徹
し
た
部
屋
に
し
ま

す
。
結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
重
点
医
療
機
関
へ
の
転
院
と
な
り
ま

す
。

病
院
施
設
の
改
修
工
事
は
10
月
中
旬

よ
り
行
い
、
12
月
末
に
は
完
成
予
定
で

す
。
工
事
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
外
科
室

を
第
2
救
急
室
と
す
る
た
め
、
外
科
外

来
は
現
在
の
病
院
東
側
（
職
員
通
用
口

近
く
）
に
移
動
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
売

店
は
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
事
業
・
改
修
工
事

を
行
う
に
あ
た
り
、
組
合
員
・
患
者
さ

ん
の
皆
さ
ん
は
、
ご
不
便
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

取
り
組
み
へ
の
趣
旨
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
熱
症
状
患
者
さ
ん
は
12
月
か
ら
専

用
の
診
察
室
で
診
療
を
開
始
と
な
り
ま

す
。
定
期
通
院
の
患
者
さ
ん
や
発
熱
以

外
の
患
者
さ
ん
は
、
今
ま
で
通
り
の
施

設
で
診
療
と
検
査
等
を
行
い
ま
す
。

発
熱
症
状
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
は
病

（
医
）
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

宮
崎
生
協
病
院
を
受
診
す
る
際
に
は
、

電
話
に
て
事
前
に
症
状
を
伝
え
受
診
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
専
務
理
事　

仁
田
脇
弘
文
）

改修前１階見取り図

改修後１階見取り図（＊が変更となります）
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協
病
協
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協

』

病
協
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』
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院

降
の
宮
崎
生
協

のののの
宮宮
崎崎
生生生生
協協

降
の
降
ののの
宮宮宮宮
崎崎崎
生
崎
生生生生
協
生
協

宮

降

宮
の

崎
生
崎

降

生

の

生生
崎崎

月
以
降

月月
以以以以
降降降降

月月月
以
月
以以以以
降
以
降降降

月
以以
降
以
降
以
月

『
12
月
以
降
の
宮
崎
生
協
病
院
は
』

『
12
月
以
降
の
宮
崎
生
協
病
院
は
』

『
12
月
以
降
の
宮
崎
生
協
病
院
は
』

正面玄関右側の建物が
有熱症状患者さん専用診察室
正面玄関右側の建物が

有熱症状患者さん専用診察室

工事中の専用診察室の内部工事中の専用診察室の内部移設した駐輪場移設した駐輪場

＊有熱症状患者さんは、待機室で診療します。

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、
小児科（山元･上野･愛甲･久保）、初期研修医（井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

柳　田

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

遠　藤

遠　藤

1週：－
2週：中島
3週：－
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

交替制

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元
葉　山
又は
黒　木

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第2土曜休診）

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545　  訪問看護ステーション ☎0985（24）6531

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538
・居宅介護支援事業所

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

坂　口
（第1・3・5週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

高　田
第3土曜 生協
病院からの支援（　　　　）

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



■新規加入者  ３６３名（10/1～10/31）
■出 資 金  ６億２,５１６万円
■班　　　数  ２９９班

今、宮崎医療生協は 2020年10月末現在

■総組合員数  ４８,７３９ 名
■平均出資金  １２,８２９ 円
■                ２０,０１５ 部おげんきですか
手配り配布数

2
0
2
0
年
11
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
11
月
14
日
開
催
）

①10月度の組合員増やしは363名（目標376名）、出資金増資は977
万円（目標715万円）班づくり1班、班会開催88回。秋の医療生協強
化月間および健康チャレンジの取り組みなどについて報告。

②平和と社会保障を守る取り組みでは、「新型コロナウイルスによる受
診控え」「核兵器禁止条約の批准に日本は不参加」「新田原基地で
の日米共同訓練の抗議行動に60名が参加」などの報告。

　11/11「ＳＴＯＰ介護崩壊 新型コロナウイルス対策の強化 介護保険
制度の抜本改善を求める請願署名」に組合員7名、職員19名参加し
41筆の署名が、延岡では80筆署名が集まる。また当日は「介護・認
知症 なんでも電話相談会」に12件の相談。

③9月の法人の経常利益は▲205万円（予算差▲736万円）、累計の経
常利益▲1,461万円（予算差▲464万円）の到達。「資金繰り」「資
産状況」「10月の経常利益予想」「下期への課題」について報告。

「透析患者の送迎」「透析損益計画」「小児科部門別損益」「病棟職
員数（特に看護師体制）」について質疑応答。また新型コロナウイル
ス感染症緊急包括支援事業（病院）の中間報告では、最終的な交
付金総額は年度末もしくは次年度へとの報告。

以上、意義なく承認・可決。

＜審議・決定事項＞

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

下
小
松
地
区
の
原
田
ミ
ヤ
子

さ
ん
は
、
前
支
部
長
よ
り

「
座
っ
て
話
を
聞
く
だ
け
で
良

い
よ
」
と
誘
い
を
受
け
ら
れ
て

以
来
、
小
松
支
部
へ
仲
間
入

り
。
下
小
松
公
民
館
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
お
世
話
係
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

保
健
学
校
や
バ
ス
ハ
イ
ク
、
組
合
員
交
流
会
、
味
噌
づ

く
り
講
座
、
歩
こ
う
会
参
加
な
ど
に
も
参
加
さ
れ
、
組

合
員
の
方
々
と
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
5
人
の
配

布
協
力
員
の
方
と
機
関
紙
「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
を
自

身
の
健
康
の
た
め
に
と
歩
い
て
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
ほ
と
ん

ど
の
行
事
が
中
止
で
交
流
す
る
機
会
も
減
っ
て
寂
し
い
よ

う
で
す
が
、「
健
康
と
笑
い
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
」
と

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。  

（
小
松
支
部
運
営
委
員
一
同
）

田
﨑
恵
子
さ
ん
（
東
大
宮
支
部
）

〈
短
歌
〉

〈
俳
句
〉

齢
重
ね
ゆ
く
ご
と
海
を
恋
せ
し
父

日
本
海
近
き
郷
に
ね
む
り
ぬ

田
﨑
礼
子
さ
ん
（
東
大
宮
支
部
）

新
盆
に
帰
れ
ぬ
甥
と
オ
ン
ラ
イ
ン

画
面
に
見
入
る
父
の
面
影

渡
辺
千
鶴
さ
ん
（
こ
の
は
な
支
部
）

ひ
た
す
ら
に
園
児
母
待
つ
冬
の
暮

冬
の
霧
し
っ
か
り
見
ぬ
け
菅
政
治

柳
田
麦
風
さ
ん
（
こ
の
は
な
支
部
）

わ
が
庭
に
妻
が
手
植
え
し
コ
ス
モ
ス
の

ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
が
目
に
染
み
透
る

わ
が
家
で
も
大
統
領
選
に
笑
い
声

世
界
の
流
れ
希
望
の
兆
し

機
関
紙
編
集
委
員
会
で
は
、
川
柳
や
俳
句
、
短
歌
、
絵
葉

書
な
ど
の
作
品
を『
お
げ
ん
き
で
す
か
』
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
作
品
は
、
は
が
き
か
封
書
で
送
付
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

新型コロナウイルス禍の中、今年も宮崎医療生協は10月・11月『秋の医療生
協強化月間』に取り組みました。11月16日現在、606名の新しい仲間が増え組
合員総数は48,921名、出資金は1,086万円寄せられ出資金総額は6億2,615
万円となりました。
感染防止のため、毎年開催の健康まつりや健康ウォーキングなどの楽しい行
事は中止となりましたが、支部主催のグラウンドゴルフや健康ウォーキングなど、
予防に心がけて行いました。

国富綾支部のグラウンドゴルフ大会は綾町にある揚公園で開催、26名が参加
しました。「宮崎医療生協は『人の命に差別があってはならない』の理念の下に活
動しています。今、秋の生協強化月間で仲間増やしや出資金増資運動に取り組
んでいます。ご協力をお願いします」と飯尾博支部長が呼びかけました。
また宮崎神宮で開催した小松支部の歩こう会には18名が参加しました。「宮
崎生協病院は有熱者専用外来の診察室や院内改修工事を行っています。出資金
増資に温かいご協力をお願いします」と岩切正代副支部長があいさつし、約1時
間の森林浴を楽しみました。
生協強化月間は終わりましたが、12月・1月は気軽に楽しみながらの健康づ
くり『Let’s健康チャレンジ』に取り組みます。個人での参加はもちろん、家族や
親子で、友達やグループでの参加もおすすめ
です。宮崎医療生協の病院やクリニック、コ
ープみやざき各店舗で申し込みができます。
参加費は無料、チャレンジ達成された方には
達成賞があります。
＜問い合わせ　宮崎医療生協健康まちづくり
　部（0985）31-9055＞
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作
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の
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ん
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合
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合
組組
合
組
合
組組
合
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合
員
さ
ん
の
作
品

組
合
員
さ
ん
の
作
品

【
森
藤
芳
子
さ
ん
作
】

【
森
藤 

芳
子
さ
ん
作
】

【
森
藤
芳
子
さ
ん
作
】

あおき支部

中央支部

県北支部

国富綾支部

小松支部

西部支部

ウォーキングキャンペーン

歩こう会

グラウンドゴルフ大会

グラウンドゴルフ大会

歩こう会

グラウンドゴルフ大会

10月31日

11月12日

11月13日

11月13日

11月28日

10月15日～
11月30日

小松支部主催歩こう会
（11月13日）

小松支部主催歩こう会
（11月13日）

国富綾支部主催グラウンド
ゴルフ大会（11月13日）
国富綾支部主催グラウンド
ゴルフ大会（11月13日）

中
央
支
部
の
主
な
活
動
は
、
祇
園

公
民
館
、
鶴
島
公
民
館
、
和
知
川
原

生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
七
夕
飾
り
づ
く
り
と
在
宅
介
護

者
へ
の
お
届
け
、
バ
ス
ハ
イ
ク
（
高
岡

や
す
ら
ぎ
の
郷
、
青
島
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
歓
鯨
館
等
）、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

地
域
・
家
族
・
職
場
を
中
心
に
し
た

班
会
、
趣
味
や
体
力
づ
く
り
の
班
で

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
す
が
、
今

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
制
限
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
こ
れ
ら
の
こ
と
で

改
め
て「
人
と
触
れ
合
う
こ
と
」や「
一

緒
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
」
な
ど
の
大

切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
マ

ス
ク
越
し
で
も

顔
を
見
る
と
安

心
し
ま
す
。
感

染
予
防
に
は
十

分
気
を
つ
け
な

が
ら
少
し
ず
つ

活
動
を
再
開

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
度
の
運

営
委
員
会
で
、

『
お
げ
ん
き
で

す
か
』
を
よ
り

多
く
の
組
合
員

さ
ん
に
届
け
る

た
め
に
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
力
を
入
れ

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
お
手
伝
い
の

協
力
を
い
た
だ
け
る
方
は
ど
う
ぞ
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
支
部
長　

児
玉
チ
ト
シ
）

10
月
26
日
、
住
吉
支
部
に
待
望
の

班
が
で
き
ま
し
た
。
班
名
も
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
「
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
ゆ
っ
く
り
・
仲
良
く
・
前
に
進

ん
で
行
き
た
い
で
す
」
そ
ん
な
思
い

か
ら
『
ま
い
ま
い
』（
か
た
つ
む
り
）

班
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
集
ま

る
と
話
題
は
い
つ
も
病
院
の
こ
と
、

介
護
施
設
の
こ
と
、
墓
じ
ま
い
の
こ

と
、
そ
し
て
年
金
の
こ
と
な
ど
。「
で

も
ね
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
聞
け
る
の

よ
」
と
楽
し
く
話
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
班
長
の
職
場
に
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
職
場
が
使
え
な
く

な
り
、
10
月
か
ら
は
『
医
療
生
協
の

班
』
と
し
て
班
長
の
ご
自
宅
に
集
ま

り
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
血
圧
測
定
を
し
ま
し
た
。

数
値
が
良
か
っ
た
の
で
お
互
い
に
ニ
ッ

コ
リ
。
12
月
か
ら
は
じ
ま
る
健
康
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
説
明
を
行
い
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け

る
と
、「
で
き
る
か
な
？
で
も
や
っ
て

み
よ
う
」
と
考
え
な
が
ら
も
、
み
ん

な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

み
な
さ
ん

の
集
ま
る
日

時
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん

が
、週
に
数
回

か
な
？「
こ
れ

か
ら
は
年
に

数
回
、
住
吉

支
部
か
ら
健

康
チ
ェ
ッ
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
が
伺
っ
て
、色
々
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
ね
」と
、声
を

か
け
ま
し
た
。

（
住
吉
支
部
理
事　

福
田
須
満
子
）

　

去
る
11
月

2
日
、
運
営

委
員
会
で
念

願
の
附
属
棟

見
学
を
し
ま

し
た
。
午
前

中
に
運
営
委

員
会
を
医
療

生
協
本
部
で

行
い
、
午
後
の
診
察
が
始
ま
る
ま
で

の
時
間
を
見
学
し
ま
し
た
。
職
員
の

皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
児
科
で
は
、
少
子
化
に
加
え
コ

ロ
ナ
禍
で
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る

と
聞
き
ま
す
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
も

あ
り
頑
張
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
待
合
室
の
雰
囲
気
も
子
供
向
き

に
工
夫
さ
れ
大
変
明
る
く
、
不
安
感

を
払
拭
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
小
児
科
で
は
乳
児
検
診
や
予

防
接
種
、
外
来
の
す
べ
て
の
出
入
り

口
が
一
緒
だ
っ
た
の
が
別
々
に
な
り
、

隔
離
室
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

透
析
外
来
の
見
学
で
は
、
1
回
の

透
析
で
4
時

間
か
か
る
と

の
説
明
を
受

け
、
患
者
さ

ん
の
大
変
さ

が
分
か
り
ま

し
た
。
最
大

で
27
台
の
機

器
が
稼
働
で

き
る
そ
う
で

す
。
ま
た
透

析
に
は
大
量

の
水
が
必
要

で
、
使
用
し

た
水
を
循
環

再
利
用
で
き

る
設
備
も
学

び
ま
し
た
。

私
た
ち
組

合
員
は
、
健

康
診
断
は
身
近
な
こ
と
な
の
で
健
康

診
断
科
の
見
学
で
は
、
多
く
の
質
問

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

附
属
棟
は
患
者
の
目
線
で
大
変
充
実

し
た
設
備
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い

の
時
間
で
し
た
。

（
日
向
支
部
長　

水
永
玲
子
）
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県文化公園で歩こう会県文化公園で歩こう会運営委員のみなさん運営委員のみなさんまいまい班のみなさんまいまい班のみなさん

透析外来を見学透析外来を見学

小児科外来を見学小児科外来を見学

み ん な の 声
◎生協病院は患者さんも多くコロナ対策もされているので安心です。（宮崎市Ｋさん女性）
◎日本が唯一の被爆国として一刻も早く、核兵器禁止条約に批准することを求めます。（宮崎市Ｆさん男性）

11月度宮崎生協病院利用委員会11月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声虹の声
肺炎球菌ワクチンの予防接種が受けられな
いと聞きました。 

２０２０年１０月より肺炎球菌ワクチンの製造業者か
らの出荷が制限されております。新型コロナウイル

ス感染症の流行により、全国的に肺炎予防の意識が高ま
り、今年度は昨年度を大きく上回る接種希望者があり、
供給が追い付いていない状況が発生しました。
　そのため、宮崎県内においてもワクチンの入荷量が極
めて不安定な状況が続いており、当院でも予約の制限を
お願いしています。ワクチンの安定供給が見込まれ次第、
通常予約の対応へ切り替えます。接種を希望される方は、
事前にお問い合わせください。大変ご迷惑をおかけして
おりますが、ご理解とご了承をお願いいたします。

声

答

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
稲
葉
和
紀
子
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
稲
葉
和
紀
子
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
稲
葉
和
紀
子
医
師
で
す

2
0
2
0
年
11
月
か
ら
宮
崎

生
協
病
院
に
勤
務
し
ま
し
た
稲

葉
和
紀
子
と
申
し
ま
す
。
北
海

道
で
生
ま
れ
、
日
本
の
最
北
の

旭
川
医
科
大
を
卒
業
し
た
後
、

麻
酔
科
医
と
な
り
ま
し
た
。
主
人
の
仕
事
の
都
合
で
ア

メ
リ
カ
に
20
年
近
く
い
た
の
で
す
が
、
7
年
前
に
帰
国

し
、
札
幌
の
勤
医
協
中
央
病
院
で
働
き
ま
し
た
。

宮
崎
に
来
る
直
前
に
は
民
医
連
で
は
な
い
病
院
に
少

し
だ
け
い
ま
し
た
が
、
同
僚
が
過
労
で
メ
ン
タ
ル
が
崩

壊
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
不
健
康
な
職
場
の
恐

ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
大
切
な
命
に
携
わ
る
職
場
は

健
全
で
安
心
し
て
働
け
る
場
所
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

手
術
に
関
し
て
も
、
医
療
チ
ー
ム
と
患
者
さ
ん
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
患
者
さ
ん
が
安
心

し
て
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
麻
酔
科
医
で
あ
る
と
と
も
に
産
業

医
で
も
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
方
の
悩
み
を
聴
く

こ
と
に
も
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＜お問い合わせ先＞ 宮崎生協病院薬剤科　大田原哲哉　電話（0985）２４－６８７７

○薬剤師資格取得者、または取得見込みの方

「病院の薬剤師は、表舞台にでることはありません。しかし
服薬指導では、治療に不安な患者さんから相談などを受けて
感謝されることが多く、とてもやりがいのある仕事です。病院
は専門職が多く、各分野で頼ったり頼られたりしています。私

たちは患者さんをはじめ、他のスタッフと接するときも、気軽に声掛けをしています」

応募資格

処遇は宮崎医療生協ホームページをご参照ください。

気をつけましょう
冬の健康管理
気をつけましょう
冬の健康管理
気をつけましょう
冬の健康管理
気をつけましょう
冬の健康管理
気をつけましょう
冬の健康管理

宮崎生協病院研修医　佐藤聖香

今年も寒い冬が到来し、さらにコロナ禍で制限の多い日々 が続いていま
すが、皆様いかがお過ごしでしょうか？冬は、気温が低く、１年のうちで最も乾
燥しやすい季節です。のどや鼻の粘膜も乾燥してしまい、ウイルスや細菌か
らのバリア機能が低下してしまいます。さらに、ウイルスや細菌は、乾燥した
環境で元気になるものが多いため、ますます感染症にかかりやすくなります。

感染症に負けないで健康な日 を々過ごすためには、感染予防対策
が大切です。今年は、コロナ禍で、人混みを避ける、マスクを着用する、
こまめな手洗いうがいをする、アルコール消毒をする、換気をする、と
いった感染予防対策がすでに習慣となっているのではないでしょうか。
コロナ禍のインフルエンザシーズンとなっても、やるべきことは何も変
わりません。換気がなかなかつらい季節になってきましたが、暖かい格
好をして、少しでも窓を開けて換気をする時間を作りましょう。常に換気
扇をまわしておく事も効果的です。また、加湿器を使用したり、洗濯物を
部屋干ししたりして、部屋が乾燥しないようにしましょう。
必要以上に気負いすぎることなく、これまで通りしっかりと感染予防

対策をし、皆で冬を乗り越えましょう。寒い日が続きますが、心身ともに
健康に気をつけ、良いお年をお迎えください。

冬は、特に風邪やインフルエンザ、ノロウイルスなどが多く見られます。また、新型
コロナについては、今春から流行しているため、冬に流行しやすいかはまだ分かり
ませんが、乾燥した環境で感染しやすいとういう報告もあり、引き続き注意は必要で
す。インフルエンザも、新型コロナも高齢者や基礎疾患の
ある方は重症化しやすいと言われています。高血圧、糖尿
病、肥満をはじめ、基礎疾患がある場合は、しっかりと通
院、治療を継続しましょう。また、インフルエンザについて
は、早めに予防接種を受けておくことをお勧めします。

風邪、インフルエンザ、新型コロナのいずれにおいても発熱、咳、喉の痛み、頭
痛、鼻水、関節痛といったよく似た症状が見られ、症状だけで区別することは難し

いとされています。新型コロナでは味覚障害の症状が出
るとよく耳にしますが、絶対ではないため、味覚症状の有
無だけで区別することはできません。例年通り、つらい症
状がある時には、我慢をしすぎて重症化してしまう前にき
ちんと医療機関を受診しましょう。

『基礎疾患のある方は、しっかりと通院、治療を』『基礎疾患のある方は、しっかりと通院、治療を』『基礎疾患のある方は、しっかりと通院、治療を』 『これまで通り、しっかりと感染予防を』『これまで通り、しっかりと感染予防を』『これまで通り、しっかりと感染予防を』

『つらい症状の時は、医療機関へ受診を』『つらい症状の時は、医療機関へ受診を』『つらい症状の時は、医療機関へ受診を』

あげ

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


